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By using the apparatus modi日edby Prof. Dr. YASUJI KATSUKI, I have measured 

the electric resistance at various sites of the skin of the human body, especially the 

changes caused by environmental and pathologic conditions. 

The results are as follows : 

I. The electric resistance of the skin in the normal human body, gave regional 

or individual di妊erence,namely the resistance of the fore head was the lowest and 

that of the palm and sole were the highest. The individual di任erencewere slight 
at the fore head, but were great in other parts. 

2. The resistance was inversely proportional to the skin temperature, but at the 

perspirational regions the resistance was influenced by the psychic factor but not by 

thermic one. 

3. Generally speaking, therefore, the resistance became lower in. the summer. 

4. This relation between electric resistance and skin temperature changed, how-

ever, when poisons were administered to the autonomic nerves. 

The resistance of the skin of the patient who was very sensitive to adrenalin 
became lower after the subcutaneous administration of adrenalin, although the skin 

temperature fell. 

This fact indicates that adrenergic nerves stimulate the sweat-glands. 

The administration of Benzyl-imidazolin brought a decrease in the resistance in 

spite of the rise of the ski.n temperature. 

This i号 dueto the blocking of the function of the adrenergic nerve by this 
poison. 

D. F. P stimulated the sweat-gland and evoked a fall of resistance and the 

same phenomenon could be seen even in the lower limb of a patient who had 

already been subjected to lu.mbosacral sympathectomy. This means that D. F. P. 
stimulated the cholinergic nerves at the periphery. 
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5. When the function of the sympathetic nerve was blocked through segmentary 

spinalanesthesia or sympathetic ganglion巴ctomy,the resistance in the areas supplied 

by the nerves a妊町民dby these surgical manipulations became high巴rand such cases 

usually also had disorders of perspiration. 

6. In cases of leprous patients who have anesthesia and disorders of the pers司

piration in the same skin area, the resistance there was high, but in cases in which 

only anesthesia was present, the resistance was normal. 

7. The state of the skin itself plays a great role in the data of resistance. The 

electric resistance was always・ lower in such patients who were in poor nutrition of 

the skin due to endarteritis obliterans, burns and intense subcutaneous edema. The 

resistance in these pa!ients increased with recovery from the local pathologic change. 
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第I主主皮膚電気抵抗を測定する条件
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皮虜は電拝に対して強い抵抗を有しており，この皮

膚電気抵抗（以下低抗と称、す．） の測定にはあらゆる

精神的変化に伴って起って来る掛!Ji:の一時的な変化，

RPち所詩情神電流現象（皮！前電気rv.射）と，弧抗の持

続的な変化のみを測定する方法と 2つあり，その木態
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契験l3 20%葡萄糖液動防〈性JH時に於ける皮

腐電気抵抗

小括

第6項交感神経と皮膚電気抵抗

実験14 8袋髄麻俸と皮膚電気抵抗

実験15 交感神経節切除術の皮膚電気抵抗に

対する影響

小揺

第7項検査成績総括及び考察

第E章 2, 3疾患に於ける皮虜電気抵抗

第1項矧

第2項特発性脱宜

第3項カウザYレギー

第4項鷲皮症
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文 献

に就いて種々論議まれると共に臨林的にも応用されて

いる.RPちRichterは手！撃の低抗は主として汗腺によ

れ手背の低抗は主として上皮の状態により変化する

と言ぃ， Richter,Woodruff and Eatoi{は環境温度の

変化に伴う手及び足の抵抗の変化を追求し，これは汗

腺，血管，或ほ浸瀦神経支聞と関係があると述べてぜ、

る．叉R凶 terand Woodrufffj~腹部交感神経節切除息
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者に於ては切除神経節の高さに一致して下肢の抵抗が

著しくl曽加することから， Foersterの脊髄知覚神経皮

膚分布図に概当する交感神経分布図を作製し，更に

Richter and Katzは末梢神経切断後はその分布区域

の抵抗が繕加することから，抵抗測定法により人聞の

尺骨神経麻障の他覚的診断の可能性を示し，藤森，竹

内選も人聞の尺州経糊の場合，手；~，手背の知覚
障碍！乏域に一致して抵抗は増加したと述べている．又

藤iW，加藤，渡部は猫を用いて皮膚電気反射を研究

し，これを応用して加藤は，特発性脱症に於て腹部交

f酪申経節切除は L3－•に於て行うべきであると言って

いる．

他方 Thomasは急性有痛性静肱洞炎の際， その疹

痛部位の抵抗が異常に低下しているのを見出し，これ

は関連痛部位の交感神経機能光進によるものであろう

と述べている．その他清水，息地，砂川は痛みの測定

に，田村はカウザJレギーの研究に，或は勝木，宮崎，

志賀，波多は顕患者の知覚検査に本測定法を応用して

いる．

さてこれ等の抵抗測定には色々の方法が用いられて

いるが， 1；ムは東京医科歯科大学生理学，勝木保次教授

の考案になる良慮箆気抵抗測定器を用いて，括主花に影

響を及ぼす因子を追求し，併せて臨林面に於ける抵抗

変化の意義をも追求した．

B. 検査方法

検査に用いた装置は上記2恕く，東京医科歯科大学
生理学，勝木保次教授の考案になるもので，その構造

は第1図の如くである．

抵抗測定に用いる錯は不分極性のものでなければ

ならぬが，勝木教授ら述べて居られる如く，抵抗の変

化のみを知る目的ならば，必ずしも不分極性のものを

用いる必要がないので，私は直径 lcmの銀被2枚を距

第1図 n11木式測定器配線闘

離 lcm離し合成樹脂で固定して用いた．

測定に際しては被験者をペット上に約30分間仰臥さ

せ，肉体的，精神的安静を保たせた後，木測定穏を

lOOVoltの交流電源に接続し，電極面に次の組成を有

する食塩糊（食塩18g，澱特20g，石茨酸lg，水lOOcc)

を塗布し，測定しようとする部位に電極菌室体を皮膚

に経く按1虫させ，その時の検流計の読みを較正表によ
り換算し掛冗値を求めた．この怨抗値は勿論見掛けの

抵抗である．この際検流計の読みは，電極を常に一定

の圧を以て皮膚菌に接独させて，約3～5ti後に指針

の示す一定値を以でした．この際皮膚面を強く篭極で

圧迫すると検流計の読みは減じ，圧迫を除く持は再た

船々元の値に復する故常に出来るだけ怒し電極査体

が皮膚面に接する様にしなければならない．倫抵抗を

測定する前に必ず銅ーヨンスタンタンによる熱電対L
以て皮膚温を測定した．

c. 検査成績

第I章皮膚電気低抗を測定する条件

抵抗は果して如何なる条件により変化じ，身体各部
rnJ 却3

位は如何なる抵抗を示し，叉個人的に如何なる差異を

示すかを先ず検討した．

第1項皮虜電気抵抗の身体に於ける部位的並に

個人的差異

実験1 身体各部位の皮膚電気抵抗の測定

20才から42才に至る健常な男女10名（男8名，女2

第2図電気抵抗iJliJ定部位
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名） を選び，これを8月上旬から下旬に亙るHJJ間，室 部ではいずれも対称点で測定しその平均値を求めた．

温 28～32°C，湿度60～日3%の下に全保とし，全身に 測定した身体各部位の抵抗は第1表の如くで，これ

わたり第2図に示す如~部位で測定した．四肢，躯幹 を図示すれば第3図の如くである．

第2表皮脂電気鉱抗Jl<.V:皮膚温の例人的三整然 つぎに個人的差異をみる為， 第1表から測定時に於

ff;温 30.0。C iW支65% ける条件の全く等しいものを求めると第2衰の如くに

なり，これを図示すれば第4図の如くである．

第4図 皮腐電気抵抗及び皮膚温の例入的差異
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lllさて表及び図に示す如く抵抗は身体各部位によ り，

或は個人的に，著しい差異がみられるが，これは皮膚

は電流に対し強い抵抗を有し，他方皮噛組織は個人的

に あ f.~＇は身体各部位により差異がある為と考えら

れ，矢沢によると皮膚の厚さは嘱幹部が最も厚く，つ
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いで足背，手背，下腿イtjl侭lj以外の四肢の）I隔で，最も務

いのは額，手背，下腿イ巾側であるとL、ぅ． 一方前述の

諸家の報告の如く抵抗は汗腺と密接な関係、を有するか

ら汗腺についてみると，緒方は能働汗腺（active

sweat grands）数は各個人，身体各部位により，或は

同一部伎でも個人差があり一定しないが，能働汗腺の

最も多い部i立は足跡，自lj額，ついで手『ム 手背，更に

牒，阪脅；ヨ四肢外側がこれにつぎ，最も少いのは躯幹

部及び四版図側であると述べている．叉皮！諸に於付る

不感削t(insensi出 perspiration；は手’弘 足臓が最

も多く，額がこjLにつ3，割高幹部及び四肢は震も少く

問題とならない．

いま彩、の測定した抵抗のうわ，精神性発汗部位であ

る額，手事，足llf;官、は別として，他の温熱性発汗部位で

ある身体各部の抵抗は，昨各々皮膚の厚さに比例して高

く，飽働汗腺数に＆比例して低い傾向を示していあ．

小指

l) 身体各部位の抵抗は各部r_:r ~こより夫 均 差が あ

り，又個人的にも差異が認められみ．

2) 抵抗は額が全身中最も低〈，而も個人差の最も

少い部位である．

3) 四肢殊に上肢は抵抗が低く，下肢はよ肢と同様

に低いもの主，それ以上に高いものとがある．従って

とH去に比して，下肢は個人差が大きい．又手掌，足臓

は一般に全身中辰も高い抵抗を示している．

4) 躯幹部は下肢についで個人差が強く，手xi，足
BJ.{!;についで高い抵抗を示LTこ．

第2項環療と皮膚電気抵抗

笑験2 皮膚温の変化と皮膚電気扱抗

この笑験の為に特に四肢を挿入し得る木箱を作製

L，木箱内を電熱穏で 56～47°Cの高温に保ち，四肢

を挿入し皮膚温を上昇させその時の抵抗を測定した

が，健常者のみならず，知覚障碍（知覚鈍麻）， 交感

神経節切除術を受けた場合も併せ検査した．その結果

は第3衰の卯lJであり，更にこの変化の時間的関係，

木箱中の温度，室温等を示したのが第5図である．

さてこの場合皮膚温は短時間内に数度から10数度の

上昇を示したのであるが，鑑抗は付）健常者では皮膚

温の変化に大体反比例して変化している．即ち皮膚温

の低い時は低抗は高く，皮膚温のーと昇と共に低下し，

皮膚温が再び低下すると抵抗は上昇或は略々問値を示

していん．このよ抑土 （ロ）知覚障碍 1~n覚鈍麻j の場合

に於ても問機な結果を示した．

第3表 皮月骨温の変化と皮f商＇；；；：気扱抗

い） J°E 11i'の場令

N I氏性町 家｜子育
0・｜名令｜民間凪 1抵抗皮肩逼寸有一石
I I 29.86 I 0.823 I 2fi.7l I 1.89 I 4、01“｜コ I_., ~ I 
I ~ I I o.522 ! .35.02 I J.62 
1 J 0 I 40:4s I o:i88 ¥ 3札：48¥ o:sn 
l I 33.5θI o.154 I 32.82 I o.630 
一丁一 一｜ 1「＝－~－－「一平一一市一一
｜ ｜皮胸呼尾_I＊提抗｜皮膚i邑l抵抗
｜小 O I 35.91 I 2.56 I ~4.60 I o.695 
2 I ♀ I 39.47 ! o.276 I 4o.3o I o.155 

3 

I 53 I 36.35 I o.伺5I 35.80 I 0.370 

I I足背 下~E扇町一内面下町
I 30.24 I 5ら00 I 29.71 I O.lBB 

4、oI 37.00 I 0.458 I 35.52 I o.154 
I 37. 71 I 0.400 I 36.42 I 0.0422 

♀ I 32:21 I o.695 I 34.01 I o店4
s3 I 31・卯 Io.695 I 32.33 I 0.224 

【 31.60 I 1.36 I 31.79 I 0.171 

（ロ）知覚障樗の場合

｜銘 I針 ｜足背
百百冨I~ 皮府温 I -J:え_1L
｜初.70 l 1.36 I 29.師 I5.50 

小 oI 33.卯 Io.754 I 36.90 I o.340 
I ~A 瓜 I o. I 36.82 I o.243 

4 I ♀ I 32：出 ！ 日訓0I 32.44 I 1.000 
s3 I 32.11 I 口地9 I 32.02 1. 1.06 
~ l 32.62 I o.478 I 31.78 I 1.62 

料交感紳経向i切除術の場合

I ｜足背 足背珂1~－常一｜ 1 s-• 
一一一一「疋肩直寸y －石皮j商温｜採抗
I J,反 oI 29.98 I o.885 I 33.05 l 1.00 

5 I 合 I38.43 I o.410 I 40.47 I 5.6 
I 54 I 32.70 I 0.478 I 33.29 I 9后

｜一寸止凶｜第I蹴
倒正常 I Lf-4 -

皮1附｜主底抗豆扇面T百抗
｜櫛 oI s2.11 I o.641 I 33.06 I 16.9 
6 I 合｜凱49I o.327 I 37.98 I 14.B ・ 
I 36 I 31.44 I o.478 I 32.77 I 12.s 

皮府温： cc 抵抗．皮府電気抵抗 M.n.

Richt叫 Woodruffand Eato~ は手及び足の蹴
は寒冷により上昇し，温熱により低下するのを認め，

これは汗腺，血管等の状態の変化に影響される為であ

ろう と言い，また桝；土蜘ま発汗発現以前，単に皮

膚温が上手守したのみで低下し，発汗発現と共に更に低
公り

下すると述べている．又久野は局所を加湿した場合で

も発汗は一般皮膚商に一斉に起り，叉発押は穏々の条

件で変化するが，他の条件が同一であるとそれは室温

の高さに比例して変動し，又個人差があると述べてい

る．私の突験結果を検討すると，実験はいずれも判

（崎温 15°C内外）行ったもので外気温中から端
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第 5 図 皮 間 温の変化と沼気抵抗
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25～27。C中に入り約30分後更に局所を加湿したもの の場合局所を加温した嘆により肉眼的には発汗は全く
であり，これを発汗性からみると発汗性の最も低い環 認められなかったが，皮膚温が急激に上昇しそれと共
境から，やL増進した環境に移動し，発汗性がやL高 に発汗性は高まり，抵抗は低下L，加温中止により皮
まった局所を更に加温しTこ事になる..lilnち付）健常者 膚湿が低下すると共に発J干性も低下したか，或は室温
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第4表 室温の変化と皮府電気抵抗

N仏医；＿－；－r-i:T官官I~；b1 I持閉 鎖 ｜手背｜手竺｜足 ifI足跡示したもので，これに反して手
I 黒 o I 2.29 I 1 J.s I so I P7・93 I 22.93 I 20・70 I I 背，足背の皮膚温は外界の温度
I I I I l .04181 5.22 I 0.49 I 

1 I合｜｜｜｜λI I I 
30 I 2.29 I 24.o I 65 I ~31.3s I 30.31 I 31.33 I 
I I I 11 0.048 I 2.48 I 0.324 I 

土 oI :=iι11.0 I 11 P1刀 I21油 I22・~~~I 19・~~ I rn.1±n 
｜ ．， 日山｜．． l 0.07751 2.40 I O.s井引｜ 3 

2 I 雪 ｜白守守 …い ~33.28 I 3孔10 I 34:5~· I 31ムI 30・1~＇＂ fr性に著明な変化室前：従つ
。 ! ＿・二二…い'..__D0.0545J・0.0772j 0.337 ! 0.196 ! 0.471 て抵抗にも変動来したもので
｜西 0 I 3.3 1 11.o I 81 u29.s2 I 20.s3 I 23.o!'¥ I 20.回 I19.ss 
I I I , I 11. o. 51 I 3.8 I o.135 I o.208 I o.255 
3 I 合 I I I I: I I I I ，~ i I I I I (32.70 I 32.11 I 32.56 I 30.48 I 2 ぷE
I 21 I 3.3 I 23・0 I 64 I t o.os1 I i3i Iυ0:122 ！υ0.101 I“0:239 
各欄の上段皮勝温（。C) 下f1 沼気抵抗（M.n.)

の関係により著明に低下することなく持続しすこと考え

られ，従って抵抗も加温中止によりやL増加するか，

或は同じ値を示したものであろう．即ち抵抗は発汗性

により変化するが，発汗性の最も増加した時に最低を

示すものと考えられる．

次に （ロ）知覚障碍（知覚鈍麻）の場合では特に発汗

障碍は認められなかったし，従って抵抗の変化も健常

者の場合と同様であったと考えてよい．

さて川交感神経節切除術の場合J上，表に示したよ

ーうに抵抗の勤隠は認められたが，健側の変化と比i践す

るとその変化は僅少で誤差範囲内であった．即ち交感

神経節切除の場合には皮膚温の変化は抵抗に影響を与

えないようである．これは松本のいうように交感神経

節切除皮腐面には発汗作用がもはや消失する為であろ

う．

実験3 室温の変化と皮膚電気低抗

実験2に於て四肢の局所皮膚温を上昇させると，向

部の抵抗は反対に下降したが，冬季列復温 11.0～13.0

ocの時，室温を 23.0～21.0°c~·こ上昇させ外気温中及

び室温中で・測定した値を比較した．その結果は第4表

に示す通りで，皮膚温はいすεれも強〈上昇している

カ，額，子入足跡、は室温の変化による皮膚温の影響

を受けず，抵抗は前者が低く，後2者が高値を示し

た．手背，足背の抵抗は室温の変化による皮膚温上昇

の影響を最も強く受け，実験2の局所的温度上昇の

場合と同僚に室温並びに皮膚湿の上昇に伴い著明に抵

抗は低下した.tこ＇＇：実験2と異なる所は皮膚混上昇度

が，前者ーは生理的範囲を越えて異常に上昇したのに対

し，突験3の結果では各測定部位が皮膚湿の季節的変
[fl，にm.ける夏季に相当している事である．
さて上述のように外界の温度に対して額の皮膚温は

余り影響を受けなかったが，手掌，足鵬が最も強く変

動を示した．しカーもこれ等の部位はいずれも精材性発

汗部位である為にその発汗性は温度によって影響を受

けず，従って此の場合抵抗も皮

j禽i温に関係なく常に略々一定を

に対して強く影響を受け，しか

もこれ等は温熱性発汗部位で

ある為，皮膚温の変動に伴い発

－
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第5表 季節の変化 ι皮脂冠気抵抗

No. ［忽~I暫防h:Wi[ 忍抗 ld1~抗 hd~J 皮長 1~抗｜皮L賊抗
i I黒 ol引：：：i芝I~：史I ~－~：~0 I ~~－兜5：：削｜：！．初~－：~a·I 
l合却［；｜；；：；｜石｜芸：；；I~辺 I ~；：~~I ~：~~：； I ；；＿臼~：；；； I ；：羽：；；； I；~♂I ~：~ 沿； 

7直耳；7〕fπ：弓羽認!1－！~口：~Iユ？；？沼訂一F一汀L；；ぷ；：＝
三l立［〔直［虹；；；；：t~：~：~sl ~~：！~I ~：~~~~ l 立~~I ：公団~u~立I~釘~·
4 ！井 0: ~ I ~~：~ I ：~ I 立出店~ I ~~：：~I ~：~7 I ~~：~~I ~：~~！ I ~~：・明？？： I ~~：~~I ~：：78 
J合 39I 〆 I---.. Iー I－ー｜一一｜一一I.. I --－~1 ~ ~~－ I…寸 1・－／ i～…I .. 

! 17.0 77 I 2桁.oo:o.0815 I 2日.9312.34 I 27.531 o.641 I 26.73! 5.58 I 26.311 o.573 

5 ~ ：~I ; I ~；： 1 ；：：.－；認l烹配－：：：~ ~：~~~ I ；：引~~！I ~~：~ ~：~ I吉行支
11-欄’，， 皮温：皮月号ii昆（cC) 抵抗；皮膚m気抵抗（M.n.)
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実験2,3の結果から皮膚温が上昇し，発汗性が高ま は最も少い為，見掛けの抵抗の変化も大きい．

る時は反対に抵抗は低下する事が判明したが，然らば 第3項自禄神経嚢と皮膚電気抵抗

自然現象のもとで寒暑の差の甚だしい夏季と冬季に於 実験5 7ドレナリン注射の影響

てはどうであろうか．即ちその結宅手第5表に示す如 実験の結果は第6表及び第6図に示す如くである．

〈であった．さて皮膚温の季節的変動は夏季に最高を 即ち No.Iは皮膚湿の獅l/Jに伴い樹充も共；ニ変則し，

示同市も四肢と躯幹との差が少かったが，これは発汗 初め20／｝聞に於て皮腐湿．抵抗共に減少し， 30分頃か

性が夏季では辰も嬬進している為，従ってまた抵抗も ら増加を示した．

発汗性の噌進した夏季に最低で，発汗性の辰も低下し 又 No・2では皮腐温は上昇傾向を示したが，抵抗に

た冬季に辰も高いものと理解される．又額，手薬及び足 は著しし、変化！lil沼められなかった．

際が気温の変化と関係なく常に略均一定の値を示した 而してこれ等の自律神経薬物機能検査をみると，

のは，前記の如く同部が精可戸発汗部位であること， No・1は初め20分間迄は血圧上孔除持数増加，心惨

及び不感蒸准が最も多いことによると恩われる． 元進，皮閥蒼白等を認め，7Vレナリンに対じ強く反

小指 〆 応し， ZS；）以fをはこれ等の症状は消返し，注射前の状
以上の成績から抵抗は環境温の変動，従って皮膚温 態に帰り， 35分頃から血圧は却って注射前よりも低下

の変動に伴い， E喜々これに反比例して変化することが した・ L!nち No.11U’Fレナリン注射の影響の最も強

わかった・この事は要するに皮I面温が上昇した場合， い時に抵抗は低下し， 注射の影響が消失した後はfi1：つ
それζ伴い発汗性が高まっているか否かによるもので て血圧は低下し，皮腐混， ti.l.抗は共に上昇した・これ

発汗性の高まっている時，季節前には夏季に短銃が厳 に対し No.2はγ ドレナリ Jに余り反応しなカ・った・

低である．
第6図 1000倫アドレナリ ン皮下注射による皮胸温及び皮崎電気抵抗の変化

市して環境の温度変化に対する抵
』川1 余。

抗の変化はその発汗性からこれを2 t.of 
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第6表 1000倍アドレナリン皮下注射による皮府温及ひ’皮脂危気抵抗の変化
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以上から交感神経末梢刺戟部jであるアドレナリンを

注射した時の抵抗の変化は個人的に異なり，アドレナ

リンによく反応する人では抵抗は低下し且つ皮膚温も

略々これに平行して変化し，前項の環境温の変化の

を認め，これに伴い抵抗も増加した．

即ち Benzyl-imidazolin皮下注射の効果を皮膚温が

らみると， No.Iは効果なくνNo.2は有効であった．

従ってアドレナ リンと同様に木剤によく反応したもの

では抵抗も上昇したので、ある．これは恐らく血管拡強場合とはー見逆の関係を示した．これはアドジナ担

ン注射によって一方に於て末梢血

管の収縮，血流の減少と共に皮膚温

の低下を来し，他方に於て発汗促進

性神経を刺戟し，抵抗は低下したも 皮JI!温・
~ Hi..。

又o1.of ·~ 3Z.o t.o 
、、－ I。
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ルヒ・ンは発汗促進性神経の末摘を事lj tM.Q 時 間 ｛争J "C H.o. 時 間 （刺

戟し発汗を惹き起すから，本例に於
第8図 Benzyl”imidazolin皮下注射による皮膚温及び皮膚電気抵抗の変化

ても発汗により皮膚温と抵抗は共に ！ 
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のであろう．これからしても発汗促

進性adrenergicnerveの存在が考え

られるのである．叉アドレナリ ン

に反応しなかった人では従って抵抗

にも変化は来なかったものと解釈さ

れる

低下したものであろう．

実験7 Benzyl-imidazolin 注射

の影響
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その結果は第8表J立び第8図の如

第7図 ピロカJレピシ皮下注射によ る皮府温及び皮膚電気抵抗の変化
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第8表

2 

D.F.P.主主射による／｝（ Ji"ii品及び皮）］~電気抵抗の変化

No・｜氏名I~；~~＼－ 1 ! I i ! I 

｜ ！｜  

l：日山｜話：；3
01 7「の有 ［ 一 I 一 ！ 士 ｜ 

No. ［氏名｜よ~i i I I I I 

南｜合 I:: ｛長 ii ；ニ，I~：えI ；~ci;:ol よ~~ol ~ci；~ 
D.F.P.~詑 I o i 14.5 

十

26.0 

10 

11.5 

十

24.0 

＋ 

8.5 

十

24.0 

7 

十

18.0 

43 

｜。 I I 

第9表

2 

による局所反腐湿の上昇にも拘らずアド

レナリン作！動性発汗神経機能の抑制によ

り抵抗が溜加したものである．すなわち

Benzyl-imidazolin による発汗機能抑制

が有力な因子で、あったと思われる．

実験8 D.F.P. (Di-isopropyl-fluoro-

phosphate）注射の影響

Acetylcholinの分解を不可逆的に阻止

し，ヨリン作観性神経に対して間接的に

市lj戟剤として作用する D.F.P.(Di-iso-

propyl-fl uoro-phosphate）は汗腺を刺戟

して本剤を注射された人の20%は非常に

発汗すると云われるが，抵抗に対しては

如何に作用するか．即ち嘗って交感神経

節切除術を受け抵抗の高いもの（後述）に

対し D.F.P.を注射しその経過をみた．

その結果は第9表及び第9図の如くであ 抵抗：皮肉泣気抵抗日I.仏）

D. F. P.注射による皮肉む気抵抗の変化第 9図
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った．即ち No.1は約1年前レイノー氏病の診断のも

とに上肢に対して Smithwickの手術を受けたが，最

近再び症状を訴えたのでこれに対しD.F.P.合計lOmg

を投与した．注射前迄は額には発汗することはないと

言っていたが， D.F.P.5mg注射の頃から発汗を訴え

る様になり，それと共に抵抗は低下した．この際同時

に皮膚温も測定したヵ：，第9表の如く皮膚温は必ずし

も上昇乃至低下を示さなかった．

叉 No.2は両側下肢の特発性脱痘の診断のもとに布

は11年前，左は7年前に夫々腹薦部交感fltl経節切除術
を受けたが再び症状を訴えたので、 D.F.P. 合計 ~4.5mg

を投与じた．本例では注射前から額の抵抗は低く，

D.F.P.注射とは関係なく，殆んど常に一定値を示し

ており，第9図に示す如く下肢に於て交感神経節切除

術の影響を受け抵抗の高かった部は注射量の増すと共

に漸次縮小し総量 14.Smg注射した約5ヶ月後には図

の如く僅かに足背のみとなり著明な縮小を示した．

Richter and Woodruffは究感神経節切除皮膚面の

抵抗は高いが，これは年月の経過と共にその範囲は縮

小すると述べており，第9図の対照例で，術後1ヶ月

と1ヶ年との高抵抗の範囲を比較すると範囲は縮小し

たが， D.F.P.注射例の如く著闘ではない．従って交

感神経節切除により長期高高抵抗を示した範囲が短期

間に著明な縮小を示したことは， D.F.P.注射により

Acetylcholinの分解が温止され，従ってこれがコリン

作働性発汗神経を刺戟した結果で、あろうと考えられ

る．

小括

Richterは交感神経機自白が低いか，戎は交感神経節

切除術により機能がなくなっている時には抵抗は高

く，反対に機能が応進している時には最も低いと述

ヘ，藤森も皮膚電気反射｝］'I＇皮膚電気掛冗は中棺性興
奮若しくは末梢交感神経機能の鋭敏な標識になると去

っている．而して Richterは抵抗は交感神経機能，殊

に汗腺機能の変化と共に変化すると述べている．

いま各種自手μ：神経毒の皮脂混及び1干腺に対する作用

をみると，一般に健常人では皮膚温はアvレナ Pン
投与で上昇し，ピロカルヒ・ン投与で下降すると云わ

れ，而もーと昇でも下降でも四11主末端部杭著明であると

云われている．まお石方，汗腺はアドレナリンにもヒ

ヨPンにも反応すると云われているが，私が行った自

干＃申経毒性：射により交感神経機能元進即ち adrenergic

nerveの刺峨と考えられる場合には抵抗は低下し，機

能低下又は消失の場合には括抗は増加した.RPち

1) アドレナリン注射を行う場含，これに対し反応

する絞度に応じて括抗も低下する．

これはアドレナリン作働神経援能元進，従って7}. 

レナリン神経’出午腺興奮によるものである．

2) ピロカYレピン注射を行うと抵抗は低下するが，

これはヒヨリン柿能f封干腺興奮の結果である．

3) アドレナリン作働神経遮断剤で‘ある， Benzyl-

imidazolinの皮下注射により，これによく反応する人

では窓抗は上昇する．これはアドレナPン性発汗の抑

制と同時に血流の増加を来し，従って局所の温度上気

にも拘らず抵抗は繕加した主考えられる．

4) D.F.P.は非特異的に cholinesteraseの作用を

抑制し，従ってヨリン作働性神経を刺戟するから発汗

増進作用があると考えられ，従って交感神経節切除術

を受け発汗しない，且つ抵抗の高い部位の cholinergic

nerve endingを刺戟し再び発汗作用を発現させ，同時

に底抗を低下させたものであろう.{ffし正常発汗部位

である額の正常な抵抗は低下しなかった．即ちこの事

実は D.F.P.は発汗障碍部位に対し発汗作用をi快復さ

せ，正常発汗部位には余り影響を与えなかったと言え

る．

5) 局所皮膚温の変動は前項に述べた如く皮膚電気

抵抗の変動と逆比例するが，薬物による自律持経系刺

戟の場合にはこの一般則は適用されない．

第4項知覚障碍と皮虜電気抵抗

Richter and Katz或は藤森，竹内等は何等かの原

因により尺骨神峰が障碍された場合，手m，手背の知
覚障碍［乏ljj互に一致して弧抗が壊力日L,Minor法による

温熱性発汗は消失している事を示し，叉古野九胸寮成

形術施行の患者に於て知覚鈍麻及び知覚脱失部の握抗

は，前者は変化なし後者は各知覚脱失範囲よりも更

に狭；J、部に於て拒抗は場加し，又同部に発汗障碍を証

明して居り，一方沖中，呉，の著書によると Guttman

は知覚脱失部には発汗障碍を伴5101云っている．
実験9 知覚障碍と皮膚電気抵抗の変化

検査の結泉は第10表及び第10図の如くである．即

ち第10衰の No.1は約1年前，版部に拘換を受け，

右下腿以ー下の知覚鈍麻を来したのであるが，抵抗には

特に認むべき変化はなかった． No.2は数年前，側胸

部から背部に豆り強打し，その後知覚麻癖を来し，手

術の結果，臨時髄空洞症：の診断を受けたもので

あるが，抵抗は健常皮膚面との聞に特に差は認められ
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-r，又2例とも発汗障碍を訴えなか
った．

次に腹部手術を行った場合，腹壁

手術創の内側には通常知覚麻樺を生

来し，日時の経過と共に鋲麻の状態

となるのであるが，この時の抵抗を

測定したのが第10図である．即ち

No. lの n,mの麻簿部は著明な高
抵抗を示したが，いずれも下腹部は

上部に比し慌抗が低い.IVの知覚鈍

麻部は健常部と樹元は殆んど差異が

なく，麻海部では高抵抗を示した．

Vでは既に知覚は鈍麻部のみとな

ったが，手術創の中央即ち隣粛の部

は著明な高低抗を示している．間し

て高抵抗部伎に一致していずれも発

汗障碍を認めた．叉 No.2,No.3の

如く夫々術後2年或は7～11年を経

て倫軽度の知覚鈍麻を訴えているも

のでは殆んど差異は認められなかっ

た．而して岡部には発汗障碍も認め

なかった．

小括

さきの実験2と問機に知覚鈍麻部

の抵抗は健常者と同機でありた．し

かしながら本項に於ては知覚l林鋭部

に於ても健常者と同様な抵抗を示し

たものがある.Richter and Katz 

:!'X;t土藤森，竹内等のいう，麻燈部では

高抵抗を示す事実を検すると，彼等
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の場合はいずれも末梢神経切断等による場合でふり， みると，既に創Uiiiは新生上皮で被われ，神経再生，汗

私の検査した知覚麻持部は症候的脊髄空洞症によるも 腺機能も快復しているから，この際問題になるのは表

のであって，この様な病理学的相違によりその結果に 皮の厚さである.anち火傷1ヶ月後で市土手背では既に
も相違を来したものであろう~＇.~而して私の場合でも 新生上皮が健常表皮に近く，手掌では伶健常部より務

Richter，藤森，竹内，古握手等の場合と同様；こ末梢神経 く， 2ヶ月後には健常部と時々同じ厚さになってρい

の完全切断によって知覚麻庫と共に発汗障碍を伴った る．従って手掌に於ては上皮の厚さが抵抗に影響を；及

ものでは，やはり高抵抗を示しf.：＿.一方既に気l覚麻簿 ぼしたものと者えたし、．

が鈍麻の状態に造依復したにも拘らず高抵抗を示した 実験11 浮腫時に於ける皮膚電気短2完
ものがあったが，この場合には同部に発汗障碍を認め 発汗等により皮鴎表面が湿潤状態にあると拡抗は低

たので、ある． いが，皮下組織中に組織液が異常に務溜している所謂

以上要するに単に知覚鈍麻，
第12表 j'}'.腿時の皮膚温及び皮！省電気扱抗

或は知覚麻揮のみを訴える部位 日 白畠 ' 

では抵抗に変化は認められず， ！氏｜？｜翠｜、 ｜足 背！足 鵬！
No. I I I－＇・ I I I I 

これに発糟齢伴う時初めて ！名 I~ ！~I I ;{, I 友 一五下五一｜
高抵抗を示すのである．ー

第5項皮膚自身の変化と皮

1費電気祇抗

I I I ｜民間 29.29 I 29店 I 28.00 I 27.20 I 
｜公｜弘13抵抗1 o.340 I o.522 I o.163 I o.264 I 

1 -1¥f-i】｜附｜ ＋ ｜ －｜ー｜一｜

実験10 火似による新生上皮

の皮膚電気抵抗

I 0 15513.18' 
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I I ti: I紛 ｜ ｜ ！ ド腿

Rn：：~：：~：；~；：~：：~ No.¥: I日日子序日正干弔子

~g；主；ヲ；~~.J~『子 3子＂ I 世 3~：； J引 3子
於ては手；＇i.，手管共に火傷部と健常部との間には抵抗 浮腫の状態の時に抵抗はいかように変化するか4 その

の差は認められなし．

第11表 火傷告訴皮帽の皮11~冠気tll;iii； の笈イI:'.

rτ！性・ 1 ｜ ｜ No・氏創 I. ＇ ／~ 1刊；（.＇.l • I Iヶ月後 ！2ヶ月後・〔「 ＂I－リ i I I I 
I I I I 34.00 I 33.68 
千 ｜火傷部｜ 0:0140 I 日却B
吹｜副部 I3~：~gs I 3；：；弘

' ！？｜谷 I l ] 32.41 づ34.10---
T-J火傷部 1 0.110 I o.rna 

it I 正首都｜宝~~5 I 3~~g6B 
｜ ｜手数I訂では

o I 46 I ｜火傷部は刺外見上手堅な
所 見 1110上皮のた｜し．乎背I可

めパラ紅色lでは火傷告II
｜をfけ・ lは祢白色を
：・ιす．

_tf.止μ皮H埼「i益（ぐCJ f［止は皮1商慣気抵抗（M.11.）を

示す

いま手掌と手背の表皮の厚さをみると，手掌は足臓

と共に身体各部位中長も厚く，それにくらべると手背

は簿い．また第2flt火傷1ヶ月後の治癒を組織学的に

検査結果は第12 }'cr1~ 11 くで， No. Iは皮下組織中に組

織液が宮古溜しているが皮！留は外見上変化なく，F位指圧

により圧衝を証明する状態のものであるが，対照の健。

常1刻とは余り差を認めなかった.No. 2の如く組織液

の瀦溜が皮下組織のみならず表皮膚にも及び皮虜は光

沢を有し，た2荷車い膜を以て表面を被っているに過ま

ない程の高度になると抵抗：は対照側に比して著閑に低？

下している．これは組織液の務溜が高度，且つ長期に

三りff.ff：する為上皮の透過性が高まった為であろう．

突験12 血行停止時の皮関電気強抗

血圧計により上嶋を圧迫して血行を停止させ測定し

たのが~;fD31{ No. Iで，極く短時間の血行停止ではあ

るが，り分後の測定ではそのま！！.抗の増減は様々 でー定う

しない．次に圧迫を去った 6分後には弘抗は~；僚に紙・
加している． そして対照側には変化は認められなかっ

Tこ．

次にら’~11図は 2 目前，二台総腸骨!li:JJ)J;主に血径経塞を生
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第13表血行停止時の皮府温及び皮！両活気抵抗の変化

｜検有l
川；位｜ グ ！日いι1~1---2乙

I I 
前 I 3' I 6' I 
I 血行停止

抵抗；皮腐低気抵抗（M.n.)

第11図 方総腸骨動肢の栓塞形成による血行停止時の皮膚温，＆.ぴ皮 外気温が低いので皮膚温も低いが，健常

府電気抵抗の変化 側に比して権患側は著明に低く，叉援抗

・測定吉~1主 は健常側では非常に高いにも拘らず，標
患、側では分界線以下末梢に向うに従い著

手？？ 32.09 31.68 31.31 γBl I ~剖始 抵抗 0.355 0.410 1.44 

手t立 ｛抵皮溢抗
33.30 32.93 32.73 33.30 32.97 32.46 
0.188 0.188 0.355 

c『~f:

{i皮＇［抗温 32.77 32.34 32.09 32.24 31.49 31.61 示指
0.339 ー0.250 0.478 

側 l’J旨 ｛皮低抗温 34.45 33.90 33.75 32.50 31.20 ヨl.90
0.208 日.250 0.641 

’l'f旨 （鍔 31.38 30.55 
対 0.228 0.270 
II司

｛皮若
33.014 32.94 

仰l 小指 0.250 0.250 

メ＼ ； ~tl r~に低下している．なお知覚麻療のみを

訴え皮膚は外見上異常のない大線上部で

は対照側と同様舷枕は高かった．これは

偶環障得により皮膚の栄益障碍よ り壊死

への過科ーに於てと皮の透過性が高まった

結果であっう．

実験13 20%1!古鶴糖液1W1肱注射時に於

ける皮膚電気抵抗

検査の結果はf%14表＆び第12［当。如く・

である.JWち注射直後疹痛を訴える時皮

腐温は著明に低下し，以後然感と共に除

々に上昇し，その後再び低下した．反対側

の皮膚温も略々同様な傾向を示している

これに対し抵抗は注射直後著明に低下L，以後注射側

は略々同値を示したのに対し反対側はやL上手1した．

小括

I) 第2度火傷後約1ヶ月では，既に持経の再生，

.・・＇. ll'"'-"!la 
' '•, l1o•d i 内問

il"l 'it. i!I> f色例 E
tえは氏店温ltJ

下 f'.,l: は f1~t九（刊日1
't示 f

じ，下肢は大腿の上部一部を除いて知覚は麻庫し， 更

に図の如く分界線を以て鮮明に境され，分界線以下大

腿の下ガ辺り迄皮膚は暗紫色性変化を来しそれ以下

殊に下腿は所謂 glossyskinの状態にある．この場合

町！rm~~~I~比一
o I 41 

皮溢・ 1支1前i量ccc) f底抗．皮胸'iE気抵抗 （M.il.)
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第12図 20%葡萄糖液動肱注射による皮膚ii及び
皮膚電気抵抗の変化

No.1 原。
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汗腺の修復が行われているにも絢らず新生と皮が非常

に薄い為鑑抗は低い．

2) 浮腫が皮下組織に限局してL、る時は，弧抗に変

化はないが，浮腫が高度， Jlつ長期間存在し上皮迄組

織液が泌瀬するようになると，皮膚の透過性が高まり

抵抗は低下する．

l) 短時間の血行停止では抵抗；に変化は認められな

いが，長時間血行停止を来し皮膚が栄獲障碍に陥ると

舷抗は皮膚温に関係なく著明に低下する．

即ち皮膚の電気抵抗は発汗綬能に関係するばかりで

なく高度の浮腫，循環障碍等により皮膚の栄養が衰

え，或はその他の理由により上皮の透過性が高まった

際にはそれに比例して抵抗は低下する．

4) 20%偽萄紬l液の部J除注射により抵抗J;t低下した

が，これは部J除注射により血管の透過性を高め，同時

に広痛は又アドレナリン皮下注射の場合と同様に交感

神経末梢を刺戟し一方に汗腺機能を促進しづL他方血

管収縮を来し，従って皮膚温の低下と抵抗の減少を発

したと考えられる．

第6項交感神経と皮膚電気抵抗

実験14 版髄麻療と皮膚電気抵抗

分節麻樺漫により蜘殊膜下院に麻堕薬を注入し腹部

第13図版髄航海時の皮膚温及び皮j甫電気
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第15表 腰鑓蹴庫時の皮膚滋及u皮渦f';Ii;気抵抗の変化

NO・1氏名 1rn1'-1 1 l前／ 12’I 20' I 27' • 66' f 111:1:竺而可 221'I 
I l宝E豆寸二二三寸弱万一I20.s I I 20.a ]2百 Di主I21.0 I 21.0 I 

u合1iF1;;1t:t~l:tt~~I 
1 

背｜抵抗 I1.16 3.08 I I 4.85 I 11.4 112 8 I 1ワo11 I ' 
o I 43 ｜知党，I＋す1 l+I＋山 I+ 1·~＋ I干（

431~~~~1習を円＇~f ［~~I宣言押｜宰
一→ー十一十 ・I l前 I;o’日；－14;-16ぴI75' I c;,l1；可－－；－2円五7
2 

3 

JIJ I合｜立直下E了「 I 29.0 I 26.2 I 26.3 I 26.3 I 25.4 

OI 認 I~日~空l~~itID.~与~~！Jm
ド指l~~ ; I ア｜ I I ~8! 0~7BI 0~32I o~「アI 0~08! 0~90 

佐｜♀」 「寸前 J 22' 1~つ 8川昭｜二瓦瓦~；；二 一

~a止 I ~ _; i 2~！~213~：~0 13~：~~ 13~7 13~ 紙抗；皮腐電気舟
抗（M.n.)。I42河市ーI~rfit~下両I下王釘五日配布

←「7亡て~~J~ _J _I _!_I 1川 5ぴ j751 [-1竺J~竺l

l 。；:I 左 l 読：~i:
谷い9 w I ;(i・ 1!!12：；；此；；刀~~ 12！：~~ 13~：~~ 12!: ： ~~ 

のみを麻揮させると，下肢には知覚障碍を起さぬ．こ ＇！：－，精神性発汗部位の樹 1i.の上昇よりも著明である． ζ

の際足部の皮膚温は著明に上昇し，交感神経麻痩の状 れは足臓の不感蒸j世による為と考えられる．

態を惹き起すのでこの時の抵抗を測定した．その結果 叉脊髄麻海に於て下肢の知賞J麻簿と交感神経麻態と

は第15表及び第13図の如くである．即ち脊随分節麻揮 は一致しない．この事実はこの場合交感神経の方が麻

注により腹部を選択的に麻庫させると，下肢の皮膚温 揮され易いという脊髄麻癖の一般原則にもよるが，今

及び搭白抗は略々平行して著明に上昇した.No.Iの第E 一つは下肢の知覚断区が大体 L：；～Szの範囲にあるの

肋間腔では知党鈍麻と共に紙抗の上昇を示しているの に対して，一般交感材経の支間断医は胸髄下半からL2

は，腹髄麻揮を行うと胸髄部では自律神経性麻癖が知 迄の高さに在るからで，従って脊髄の高位分節麻揮に

覚神経性繊維の麻癒より概ね2～4脊髄節高い為， ょ，って下肢の知覚麻姉を避けても下肢血行の準加を防

岡部が知覚糊の時既に交感神経は麻揮を来している きm-J－，従ってそ誌による血圧下降を防止することも

為である．なほ躯幹の皮膚温は諸家の報告の如く交 出来ないのである．

感神経麻癖にもかLわらず，著明な上昇は認められな 実験15 交感神経l'Wl刀除術の皮腐電気低抹．に対する

かった．その後知覚の依復と共に鉱抗も低下したのは 影響

交感神経麻俸の［久復によるものと恩われる．又 No.2 交感神経節切除皮膚面～（主宍験14と同様に知賞障碍

では足鵬の告fl覚は麻海した．中指はその対照である． l土忍め 1~，；jじ l＂＇而も抵抗も完t~16丈に示す如く著院に上

以上の事実から交感神経麻障により抵抗はと昇する 昇を来した．即ち No.1は右上肢に対してSmithwick

が，足背即ち温熱性発汗部位のt抵抗の上昇は，足鵬即 氏手術を行い， No.2は初め右（Lz-s）ついで，A:(Lz 
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第16表 交感事111経節切除術と皮腐危気扱抗の変化

各欄の上段皮膚温（。C) 下f1 冠気奴悦（M.υ．）
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'・ 6日.28泊、I 後 9a I o:mo I附 II 3.6 I 0.193 I 3.8 I 0必 sI o.3初 I o.3万

舵｜念日 2札口 73 後17日I2.75 I o.2271-6.6 ! 
ド二り 28.0 78 後；；.~~I 4.75 I s. s 

0 I '11 .. -,; ?F.口
I 1.1s 2行.0 76 後一'i＇~，.：’円 l n.., t ..,n I I ... 1 ・－ --- - －~・.. ・-;r. CJ日I 2.3 I. 2.02 I 3.6 ! 3.2 

~l」当恒竺単竺回目 l 3~：~3 I 3~~~~ 門誌
合 7.2ι 飢 0 白可 いi.210I日店 ｜ 日.s9oI 0白0 

31 干l’ド3 日日札、1
4 Iき｜議 j3.10 j 2s.oj 73 j後4~，三 IP；：弘sl 壬：1 I 2~：~~s I奇：；5 
5 I泊｜合，4.211吋叫後8年！｛ 36： ~~s I 36：完4I 3~：器 I 3~：g 
0 I 36 I日 1¥ zs.ol 64 i '/ 1r 3o.39 1 3 .6 I 
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--r;-「；f 2.1s I 24.oi s1 時間同~ I 2；子！脅
6 I。い31s. 61山71 ~r~／＇ /{ 3i：~~ I 3i~~ I 3iF I 3 2: 

2 

＿，，）腰部交感i’l’経節切除到：Jを行ったのであるが，木例

に1r・ぐは左Yて腿部は手術後約I年では布大腿部と同微

に｛氏くなった.!111 h第9図のD.F.P.非注射例に示す虫u

く 抵折。の高い草~Q聞が縮小したのである．この事は前述

の釦1く交感神経の再生を示すものであろう；•~ No. 3は
J.i (Ls-;) No. 4は4年前左（La～，） No. 5は8年前

有（L，－~， S1）左（L.～，） No. 6は7年前；あ IIゴr前
布（両側共不明）の犬々駿康管部交感神経節切除外jを受

けた ものであり，いーr~ しも術側は高菰折々 元そしてい
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る．なほ No.6の両側共初め高祖抗合示したものが，

ι』；・HIこ高抵抗の範囲が縮小したのは第9図， No.2に
示す如く D.F.P.ll射の影響と者えられる．又これ等

高掠抗部位に一政してし、1－れ も発汗障碍を証明し；＇：..

小指

脊髄麻癖， 或は交感神峰節切除術を1今ぃ，交感神経

機能を麻揮させると，その支配領峻皮膚帯に一致して

発汗障碍を来すと共に， Richterand Woodruff）の述

べる如才著悶な高抵祈，の部伎を生じ，劃然と低2底抗部
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伎とほ別される．父神経節切除術を受けた場合，個人

差はあるが年月の経過と共？と交感神経は再生し，高抵

抗の範囲は縮小し，発汗障問もこれに伴いi隙復して来

る．

第7項検査成績総括及ぴ考察

以上店、の検資した成績を綜合すると，抵抗は室温，

局所皮虜温に影響を受けるが，これは要するに発汗性

の問題であれ環境混の上昇に伴い体温調節の為皮腐

温が上昇し，発汗性の充進した時極抗は最も低く，且つ

陣容々 一定しているが，一反対に発汗性の低下している時

には抵抗は高く，日ーつ一定していない．この発汗性の

1t;進は季節目的には夏季であるが，たとえ発汗性の最も

低い冬季に於ても環境気温を上昇さ－＃：発汗性を元進

ーさせると千島方．は夏季と同様に低くなり， EつIll各々一定

した値が得られる．即ち抵抗の測定は全身の皮膚温，

殊に組幹部と四H安末梢との皮膚湿の差を最小となる様

にして測定するのがよい．なお額，手'j'C，足j,1{;の如き

精神性発汗部位と温熱性発汗部位とでは自ら差異があ

り，前者は発汗性の:rL進iこは関係なく常に略 一々定値

を示しているが，これは額，手号室，足脈は不感蒸百止が

最も多＜，I而も発汗性は環境温に影響されない為であ

る．

かくて額及び手君主，足蹴を除いた各部伎で、は子v干f生
が段も多くま底抗に影鮮を及ぼす；事になるが， 更にこれ

等部位の能働汗腺数及び皮！替の厚さによって身体各部

の援対の差が現われてくるものと考えられる．而して

’この場合皮膚湿の高低と抵抗の高低はN対の関係を示

すものである．

さてかLる発汗性の克進している状態に於て拡抗を

変化させる要素は（1)交感神経機能（2）皮膚の状態

である.JWち交感神経節切除術，或は脊髄序~揮を‘行

い，交感神経機能を消失乃三P：麻輝させると，発作障碍

を｛半い幸喜朗な抵抗のーと子1が認められる．更に交感伸経

遮断斉IJを用いても抵抗は上昇するが前者稗幸喜朗ではな

い．反対；こ交感神経；後舵を/L進させるような，例えば

アドレナり ン皮下n身J,20% ;\\l~宇， J.W1i~ '.flii lbi!J射＇.：，lj;に よ

り adrenerg:cnuv巴を刺戟する主汗腺機自信の7じ進を

来して括抗Ii低Tする．かLる場合は皮膚混の変動と

揺抗の変動とは一定の相関を示さない．

次に何等かの理由により皮閥均：栄養障碍を受け皮！爾

の透過性が高まると皮膚の抵抗は低下する．

叉知覚のみに障碍を来した時には括主的こ変化はな

しこれ陀交感村経障碍を伴うl吟初めて抵抗も変化

し，脊髄の高位断区麻酔による下肢の交感神経麻揮ほ

知覚に変化を及ぼさぬ主｝；があるが，か Lる場合でも抵

抗は著明に上昇する．

要するに皮膚電気抵抗は発汗性を充進させて測定す

ることが必要であり，この時抵抗を変化させるのは交

感神経機能及び皮膚の状態で、ある．

第II章 2.3.疾患に於ける皮膚電気抵抗

第 1項績

~戸に於ては知覚糊冊こ一軒て発汗障碍を認

令系4’この事実に着目して，勝木，官11時，志賀，波
多は繍患者の知覚検査に抵折の測定を行っている.;f;f,. 

は忠清の全身に亘り皮膚湿及び抵抗を測定し，併せて

知覚検査を行い同部の発汗の有無を確めてこれ等が如

何なる関係にあるかを検査した．結果は第17表に示す

和lくである．

治17:'t中 No.Iより .No.11.＠が額患者でNo.12以下

は対照として測定した健常人である.110ち鰯思議に於

ては知覚障碍と発汗陣碍は概ね平行し， 知覚，発汗共：

に正常な時には抵折も正常である．知覚が鈍麻しでも

発汗障碍のない場合には突験9と同様に弧抗に変化は

認められない．知覚鈍麻に軽度の発汗障碍を伴う時l主

抵抗は高い場合とE常な場合とがある．この場合精査1

すると，前者に於ては測定時発汗は全く認められず，

f走者に於ては測定後非常に小さい汗滴を認めた.110ち

後者は測定時発汗前の状態にあったものである．史・に

知覧者I！麻に完全な発汗障E専を伴う時は抵抗は更に高か

った．
次に知覚麻痴を訴えて発汗障碍を訴えないものはな

い市もこの時の発汗障碍はすべて無汗であり，従っ

て持抗も最高を示した．これを表示すると第l8衰の如

くである.tこ2傾に於ては他の部と異なり，知覚障

碍，発汗陣［碍を訴える場合主E抗吟と男するが，イ色の部
の場合より低カ

又 No.lf.土村1経H巴厚のみ認められ3 知覚障碍は未だ

訴えていないのであるが， w抗l主｛建；）~’人と変りはなか
った.No. 7, No.B，或は No.IO,No.l 1の如く 四H吏の

大部分・に知覚障碍，発汗際U専を訴えているものでも，

健常皮膚部が体温調節の為不感蒸准，或は発汗悦の

異常な元進を来し，従って主店主尤も異常に低下するとい

う様な事はなかった．これは鳳患者は高温時唾液分泌

の異常fじ進或は呼吸数の増加により体温調節を行；為

で健常皮院の発f干に影斜iしなかったとみるべ きであ
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第四表織患者の知覚

陣得，発rn障碍と皮11~1';lよ気J瓦E抗との関係

1~ ,, i I鈍時｜麻棟
一安_I~竺l＿！竺竺←i二二二
程｜ 刷去は主！
汗｜無｜ ｜蹴崎｜抵抗最高
：末梢血流のf府環障碍を起すものであるシ，長期間に豆

り間環障碍が存在する時はその支配皮l蕗鋪妓に栄養隊

碍を来し，従ってf底抗も変化するのではないかと考え

られる．即んその険杏よ占栄l主治19；鳥山知くであり，こ

の沼恵側に対する健常tfllUの比率を求めたのが，第20表

であら.l¥'o. 1は約1ヶ月前に左第1胞に潰携を生

じ，難治性ーで漸次潰蕩』対曽大し，疹痛も強く，間敏性

第19表 特発枚目佐佐と皮府'ili；気択もt

1氏 11'1:I H I引｜禄｜ 治 i Jl 慨ヰ 背 1・J・: 腿十品］効
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披符を訴えたので，これに非特異的抗コリ ンエ1テラ

ーゼ，D.F.P.を注射した所，約3ヶ月後には潰擦は殆

んど治癒し，主主．痛も軽快した.No.2は約2ヶ月前より

歩行に際し左第llllrl:に悲痛を訴え，海i次激しくなると

共に同部は暗紫色に変化して来た.71；：例には Benzyl-

imidazolin (Imidalin) 20mg毎日皮下注射を待った

がr 症状け漸次増悪した.No. 3は約1年半前，特発

性脱痘の診断のもとに左版薦部交感神経節切徐術を受

けたが，が・J3ヶ月§tr，右第l'lhlに難治的m携を生じ演
療は漸次智大すると共に主主痛も激しく た.・· t~ . 

これに D.F.P.8mg注射した所，出場ーは殆んど治癒し

疹痛も消失した.No. 4は約4年前左腹部交感神経節

切除術を受けたグ，約1年前より ｛i>J~ lVJfJJ：に寒冷感を

訴え，漸ぷ；t酋強するι：：！＇＂に広痛を訴える様になったの
これに同じく D.F.P.5mgを注射したが，漸次t曽

悪するのみて‘遂に演携をfr－＇るに至 った.No. 5は両側

下肢徐に右の問問プl敏行合訴え，とれに両側交感神経

節切除術を行い，全治したものである．

以上 5 仔~中 No.5 は別として他の 4 例はいずれも穣

患側の:lb!抗は健側に比し－c低く， ；i~抗ワ比率か求める

与矧 H I 2主
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の為ではないであろう．

第4項輩皮症

木症は硬f生浮腫期， li.il!結期＆び委縮期の3刻lに分け

られ，その原因に就いては積々論じられて居り，山燃

は主に副交感神経の末梢？と変化を認めているので，木

症の抵抗を測定した．即tベーの結果は第22表の如くで

ある．

No. Iは初め四肢末梢の寒冷感，蒼白色の変化等に

より，レイノー氏病と診断され， D.F.P.注射を行い

や L軽快したのであるが，最終検査日 6月14日に診察

した所，四肢殊に上肢の子背側は硬結を来しており，

始めて輩皮症と診断されたものである．なお木例は生

来発汗し易いと云っている.No. 2は初診時既に額，

四肢末梢に硬結を認め同時に Addison氏病を合併して

いた．なお No.Iでは額，前関；， No. 2では前蹄に視

診上病変を認めない．木例は2例共に左右対称性に病

変が来ており，健側と比較は出来ないから病変部の抵

抗のl曽滅は論じられない．併し健常人に於ては躯抗が

増加する様な皮膚の低温に於ても本患者の抵抗は低

い.tmち全体として場抗は低く， ・No.Iでは浮腫期と
硬結期， ・i:if底部と健常部との聞に特に認むべき変化は

なかった．一方 No.2の硬結期に於て額は異常な高抵

抗を示しているにもかLわらず，同じ権患部である手

背はむしろ抵抗は低い．

要するに皮膚温に比して概ね抵抗：l工作弘、が，これは

第23巻日木外科宝画

と，第20表の如く軽快すると共に比率は1に近ずぎ両

者の抵抗は接近し， i曽悪例では「心Jでふった．このIH

は末梢血流の循環障問により皮膚に栄益障碍を米し，

括抗は低くなれ軽快例で、は皮膚の状態が致善される

と共に抵抗も健側に苦ずr，反対に増悪例では益々抵
抗l土低くなったものと考えられる．

第3項カウザルギー

カウザlレギーは値物神経領！唆の東IJ戟症状，即ち血行

異常，'ffi干過多乃ヨミ過少，角質増殖，毛髪過多或はglossy

skin，爪発育異常，へ1レベス様発疹等に悲痛を伴って

来るが，この本態に関しては Lericheの交感神経性障

碍説， Foersterの視床異常興奮説， Speranskyの京IJ戟

による神経栄養障碍説，等色々あるが，殊に Leriche

の交感神経説が一般に重きをなしている．而して田村

はカウザルギーに於ては精神電流現象が僅かの刺戟に

より変化すると辻ベ， White,Heroy and Goodman 

は本症の治療効果の判定に掠就の測定を行っている．

私は第21表の如く 2例の患者に於て疹痛部伎と非·!?I•痛

部位との掻抗を測定した所，疹痛部位では概ね抵抗は

健側に比して低値を示した．殊に環境気温が低く，抵

抗の高い時広痛部位の恕抗は低く，治療により疹痛の

消失すると共に底抗はi曽加した．併し疹痛が再現した

場合には再び底抗も低くなった．これは広痛と交感神

経緊張度との密接な相関性を考えさせ，従って抵抗も

低下したものと考えられるが，恐らく皮膚の栄養障碍
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発汗しやすい事によると思われる．又懐患部と健常部

との聞には額を除いては抵抗の差は認められなかっ

た．

D.総括

1) 勝木式皮膚電気抵抗測定穏を用い，種々なる環

境及び病態に於ける人体皮膚篭気抵抗を測定した．

2) 皮膚電気按抗測定に当つては発汗性の高まって

いる時期の測定値は誤差も少く，抵抗も低いが，これ

に反して発汗性の低調なる時は抵抗は高く，誤差も多

い．従って祇抗の測定には発汗性の高まっている時が

最もよい．

3) 皮膚電気抵抗は身体各部位に於て異なり，精神

性発汗部伎である，額，手掌，足臓は常に略々一定値

を示すが，他の温熱性議汗部位は発汗性により9開’な

差異を示す．又抵抗は個人的にも夫々差がある．

4) 自律神経毒により交感例経末梢を刺戟寸ると抵

抗は低下し，また交感神経企遮断すると怒抗は増加す

る．なお交感神経緊張を伴う必a痛の場合にも法抗は低

下する．要するに adrenergicにせよ cholinergicに

せよ交感神経機能がJl；進した時は樹允は低下し，交感

神経機飽が消失した時は抵抗は増加するものである．

5) 皮膚に何等かの理由によれ甚ししゅ犠障碍が

あると抵抗は低下するが，主主皮症の場合，磁結期には

増加することがある．

6) 知覚神経のみの障碍は棋院に影響を及ぼさな

L、．

7) 編は知覚障碍に発汗障碍を伴うことが多く，そ

の時抵抗は著明に上昇する．特発f生脱宣は皮膚の栄養

障碍の為抵抗は低く，カウザJレギーは交感神経緊張を

来し，抵抗は低い．併しながら撃皮症では抵抗は一定

の方向を示さな，いった．

木研究に当り種々御便宜を賜った東京医科歯科大学

勝木保次教授，菊池恵偶関宮崎園長，志賀，楳木諸先

生，京大歯科荒喧先生，皮膚科西占講師，衛生学教室笹

川｜先生，外科整形外科学教室各員に謝意を表すると共

に，終始御指導を賜った木村忠司助教皮に心からの謝

意を表する．また木研究には女部省科学研究費の援助

を得たことを併記して感謝の意を捧げる．
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Th巴 Neurd-E口docrine Response to Injury : 

Present Status of the Problem. 

DAVID '¥L HUME, M. D. 

(Ann. of surg. Vol. 138, No. 4) 

生体に外向，；加わった場合に起る内分泌反応の最も著明なものは， ACTH及び副腎corticoidの分泌

溜加である．ところで寸、霊体と副冴皮質との聞には， ACTHと corticoidの点に於て互いに一連の関

係を有しているわけであるが，於i圧の碕々の宍験結片3からさらに此の humoralの反応を支記する所の

ヒ部のcpj:IJ,＇；＂白存在するようであ乙．即ち，その中紹は例床下部 －cあり，止tの侃床下部から何かhumoral
な物質が分泌され，止七の物質が portalvesselを通り下重体に作用し，その結果 ACTHの分泌が生ず

る様である．ところで外傷時の ACTH分泌i曽加の機序であるが， moderatetraumaの場合には，外傷

の加わった部分よりの求心性nervousimpulsが視床下部に逮し，こ Lで humoralな物質となり，此の

物質が同様に portalvesselを通つ（て一部は systemicc1rculationを経て）下霊体に作用してACTH

の分泌場加を来すようである． ところが severetraumaの場合は多少そのじもむ；きを異にし，勿論

moderate traumaの際に見られた mechanism がnの主体をなすものでわあるが，そのほかに，末
梢部より何方 humoralな物質が虫流を介して視床下部に達し，その結果とし℃ ACTH分泌僧加を行

わしめる humoralな物質の分泌が起るようである．以上最近行われた種々の実験結果から現床下部の

神経分泌中伽：，明柑的慣傷にもとずく干垂体｝~fj葉の AC'I'H 分泌を支刻するもの L ょうであるルし
かし侃床下部から分泌される humoralの物質については今日会く不明で、あり，今後の研究にまつのほ
かない．

（今井昭和抄訳）


